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   A case of emphysematous pyelonephritis with disseminated intravasucular coagulation  (DIC) is 
presented. A 54-year-old woman was admitted to our hospital because of unclear consciousness and 
extremely high blood glucose level. The laboratory data suggested uncontrolled  diabetic mellitus 
(DM) and urinary tract infection with sepsis and  DIC. The plain abdominal X-P and abdominal 
 CT revealed the existence of gas in the right renal  parenchyme, perinephric tissue and the upper 
part of the right ureter. Right nephrectomy was performed after the improvement of the patient's 
condition by the echo-guided drainage of the right kidney and the treatment for infection, DM 
and  DIC. We reviewed 71 cases of emphysematous pyelonephritis in the Japanese literature and 
the choice of treatment was discussed. 
                                                    (Acta Urol. Jpn. 38: 61-66, 1992) 


















血 糖476mg/dl,末梢 血 白血 球9,loo/mm3であ った
が,他 に は異 常 は な く,貧 血,ク レアチ ニ ン上 昇 もみ
られ な か った.腹 部 エ コー で は,肝 ・脾 ・腎 は正 常 で,
胆 嚢 内 に4mm大 の結 石 を認 めた と の こ とで あ った.
1月25日胃 内 視 鏡 検 査 を 施 行(胃 ポ リー プの所 見 の
み),翌 日夕 食 後1回 嘔 吐 あ り,以 後食 欲 な く,水 分
摂取 のみ 可 能 とい う状 態 で あ った.1月29日 朝 か ら起
立 困難 とな り同 院に 緊 急 入 院 とな った.来 院 時意 識 は
傾 眠 状 態,血 圧82/60mmHg,体 温38.3。Cで あ っ
た 。 血 糖 値 は1,175mg/dlと著 明に 上 昇 し,末 梢 血
白血 球15,500/mm3,血色素10.79/dl,血小 板3・o×
10`/mm3,血清Nal28mEq/1,BUN75.8mg/dl,クレ
アチ ニ ソ3.8mg/dl,血清 浸 透 圧375mOsm/1,CRP
30.8mg/dlであ った.約3,000mlの 補 液 お よび速 効
性 イ ソ シュ リ ソ総 量100単位 投 与 す る も,血 糖1,llO
mg/dlとコ ン トロー ル 困難 な ため,同 日午 後6時 頃
当 院救 命 救 急 セ ン ター に搬 送 され た.
入 院 時 現症:意 識 覚 醒 して い るが や や応 答が 鈍 い.
血 圧132/80mmHg.脈拍il8/min,整.体温37.8℃.
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皮 膚 乾 燥.眼 瞼 結膜 軽 度 貧血.球 結 膜 黄染 な し 心 音
正 常.呼 吸音 両 下 肺 野 に乾 性 ラ音 聴 取.腹 部 所 見 右 上
腹 部 か ら贋 周 囲 に か け て圧 痛 あ り.筋 性 防御(±).
下 腿 浮 腫(+).
入 院 時 検 査 成 績:尿 所 見;尿 糖(4+),蛋 白(1+)
赤 血 球20～30/hpf,白血 球40～50/hpf,細菌(+),
ケ トン体(一).血 算;白 血 球14,200/mm3,赤血球
328×104/mm3,血色 素9,59/d且,血小 板L9×104/
mm3.血液 生 化 学;総 蛋 白5.lg/dl,GOT・GPT正
常,LDH5481U/1,K3」mEq/1,Na138mEq/l,
BUN669/dl,ク レア チ ニ ン2.89/dL血 糖 値374
mg/d1,総HbAIl4.1%.血沈115mm/hr,cRP
21.7mg/dl.血液 凝 固 検 査PT8L9%,APTT42.6
sec,フィブ リノー ゲ ソ560mg/dl,アンチ トロ ン ビ ン
皿137.o%,80<FDP≦160μ9/d1・血 液 培 養 でK・
pneumoniaeが検 出 され た が,尿培 養 は 陰性 で あ った ・
レソ トゲ ン検 査 所 見:1月29日 入 院 時 の腹 部 単 純
x-pでは,右 腎 陰 影 に 一致 して,そ の7割 程 の範 囲 に
微 細 な線 状 の ガ ス像 が み られ た.ま た,腎 孟 尿 管 移 行
部 か ら下 方 約3cmま で の尿 管 に もガ ス像 を認 め た.
翌1月30日 に な る と,腎 被 膜 下 と思わ れ る レンズ状 の
ガス貯 留 像 が 右 腎陰 影 の外 側 縁 で 明瞭 に な る と と も
に,腎 下縁 を越 えて 不 規 則 な ガス 燥 が仙 腸 関 節 付近 ま
で 到達 してい るの が認 め られ た(Fig.1).また,1月30
日のCTで は,腫 大 した 右腎 の 大 部 分 はlowdensi-
tyareaで占 め られ,と ころ どこ ろ地 図 状 に 実質 を残
す の み で あ った(Fig.2).LowdensityareaVま右腎
下 極 か らさ らに 下 方 に 向 い,腸 腰 筋 の側 方 か ら前面 に
沿 っ て仙 腸 関 節 前面 に お よび,ま た その 外 側 でGerota
の 被膜 を越 えて腹 壁 筋 層 との 間 に膿 の貯 留 を 疑わ せ る
部分 を認 め た.
入 院 後 の経 過(Fig.3):以上 の所 見 よ り,糖 尿 病
と高 浸 透 圧 高血 糖 非 ケ トソ性 昏 睡(意 識 障 害)お よび
右 気腫 性 腎 孟腎 炎 に 合 併 した 汎 発 性 血 管 内 凝 固症 候 群
(DIC)を 伴 う敗 血 症 と診 断 した.緊 急 手 術 も考 慮 し
たが,糖 尿病 の コ ン トロー ル不 良,著 明な 血 小板 減 少,
肺 機 能 低 下,高 熱:等リス クが 高 い状 況 と考 え ら れ た
た め,翌31日 に超 音 波 ガイ ド下 に右 腎 ド レナ ー ジ を施
行 した.穿 刺 に よ り多 量 の ガス の 吸引 を み,拡 張 後 カ
テ ー テ ルを 留 置 した.穿 刺 吸引 した膿 の培 養 の結 果,
血 液 培 養 と同 じ くK.pneumoniacが検 出 され た.
ドレナ ー ジ後 の経 過 は,Fig・3に 示 す ご と く順 調 で
あ り,約1ヵ 月 後 に は イ ンシ ュ リンll」12単位投 与 に
て 血 糖 も安 定 した状 態 とな った ・3月5日 に 全身 麻 酔
下 に 右腎 摘 出 術 を 施 行 した,























Fig.2.腹 部CT腫 大 した 右 腎 の実 質 の大 部 分 は





の部を一部鋭的に切離 し,型 どう り右 腎摘 術を行っ
た.摘 出腎の割面は大部分は膿瘍 。壊死を呈してお り,
ヒ極にわずかに実質を認めるのみであった.組織学的
















































ガ ス産 生 を 伴 う腎 の 感染 症 は 王898年Kellyら3)に
よ りpneumaturiaの症 例 と して最 初 に報 告 され た.
以後,腎 のcol且ectingsystem.実質 お よび周 囲 組 織
にガ ス産 生 を 認 め る感 染 症 に 対 し さ ま ざま な名 称 が 用
い られ て きた が,1962年のSchultzら4)の撮告 以 来
emphysematouspyelonephritis(気腫 性 腎 孟 腎 炎)
とい う用 語が 一 般 に 使 わ れ て い る.
本 症 は従 来 きわ め て稀 な疾 患 と さ れ て きた.Mi-
chaeliら1)は,1984年に55例 の報 告 例 を ま とめ て お
り,本 邦 に お い ては1988年で43例の報 告 が あ る と され
てい る2).しか し,本 邦 の報 告 は 近 年 増 加 して お り,
後藤 ら2)の論 文 以 降 もわ れ わ れ の 検 索 しえ た とこ ろ で
は28例の 報告 が あ る(Tablel).
自験 例 を 含 め た本 邦 報 告 例71例に つ い て分 析 した 結
果 をTable2に 示 す 死亡 率 は14.1%で後 藤 らの 集
計時 の19劣に較 べ 低 下 して お り,最 近 の治 療 の進 歩 が
うか が われ る.
この よ うに 本 症 の 予 後 は 近 年 改善 傾 向が み られ る も
のの,本 邦 で の癌 死 を 除 い た 死 亡報 告 例 は,1980年以
降 で も7例(IO.3弩)と 依 然 か な り高 い致 死 率 を示 し
て お り,治 療 法 の選 択 に は慎 重 な判 断 が要 求 され る.
治療 法 の 選 択 は,全 身状 態(vitalsign・意 識 ・血糖 値
・凝 固線 溶 系 の異 常 の有 無 等)・ ガ スの 存 在 部 位 ・尿
路 通 過 障 害 を 含 め た合 併 症 の有 無 ・患 側腎 機 能 お よび
対 側 ま た は総 腎 機 能 等 を考 慮 し総 合 的 に 判 断 され る
















近では,抗 生物質をは じめ,グ ロブリン製剤 ・昇圧剤
やDICに 対する治療薬が著 しく進歩してきているこ






除外した.年 齢は,生 後3日の女児を除 くと,平 均
63,5歳で全症例より約10歳高かった.男 女比は3:5
で,全症例の1:4.75に比し,男性が多い傾向であっ
た.患 側や主訴,糖 尿病 尿路通過障害の合併率,ガ
ス存在部位に関しては,特 別な傾向はみられなかった
が,起 炎菌では,検 出された6例 のうちE.coliは2
例と少なく,Klebsiellasp.が4例と2/3を占めた.
TableL本 邦 報告 例(後 藤 ら2)以降)
主 訴 含 供 症 ガス存在郁位
No.報告者 性 年令 息側 発熱 窪痛 ・の他 濫瓢 辮 ・の他 腎孟実質舳



















































































































嚢 胞 腎+++陰 性
十E`Of+cg白b旧 飽











































































*日 二日泌尿会誌,西:西 日泌尿,臨:臨 泌,感:感 染症学雑誌,紀:泌 尿紀要,外:泌 尿外科,東 地:日 本泌 尿器科 学会東京地方会
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例(76%)が術後病状の改善を示 したか,経 皮的 ドレ
ージにおいても12例中9例(75%)に改善がみられて


































経 過 観 察 中
5)基 礎 疾 患(n=71)
糖 尿 病












































2)後 藤 章 暢,郷 司 和 男,荒 川 創 一,ほ か:気 腫 性 腎
孟 腎 炎 の1例 と 本 邦 報 告43例 お よ び 欧 米 報 告 例 と





5)村 中 幸 二,河 原 優,鈴 木 裕 志,ほ か=気 腫 性 腎
霊 腎 炎 の2例.一 治 療 法 の 選 択 に つ い て の 考 察 一
66 泌尿紀要38巻1号1992年
泌 尿 紀要33:243-250,1987
6)伊藤 浩一,玉 井 宏 史,有 沢 寓 康,ほ か ・肝 硬 変 ・
糖 尿病 に合 併 した 気腫 性 腎 孟 腎 炎 の1例.泌 尿 紀
要331110-1116,1987
7)青木 光,後 藤 康 文,阿 都 俊 和,ほ か:気 腫 性 腎
孟 腎炎 の1例.泌 尿紀 要31:2243-2248,1985
8)岡 本 知 士,野 村 一 雄,阿 部 俊 和,ほ か:経 尿道 的
腎 孟 ドレナ ー ジに よ り救 命 しえた 気 腫 性 腎 孟 腎炎
の1例.泌 尿 紀 要35:851-856,1989
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